内閣総理大臣　菅　直人　殿

福島の子どもたちに対する「20ミリシーベルト」基準の撤回と

被ばく量の最小化のための措置を求めます　

あなたは、5月23日に、福島からの大勢の父母たちが切羽つまってやってきたのに、高木文部科学大臣はじめとする政務三役が、彼らに会おうともしなかったことをご存知でしょうか。

今回の非人道的な措置に民主党政権の信頼は大きくゆらいでいます。

いまなら、まだ間に合います。子ども達を放射能から守るために、福島の父母たちの痛切な声に耳を傾け、下記について速やかに受け入れてください。

今、あなたの決断が問われています。　一人の人間として行動してください。
· 年20ミリシーベルト（毎時3.8マイクロシーベルト）という暫定目安を即時撤回すること

· 被ばく量について、１ミリシーベルトをめざしていくという文科省の方針を、ただちに福島県に新たな通知として伝達すること

· 被ばく低減措置について国が責任をもって行うこと。自治体が行う措置についても、国が経済的な支援を行うこと

· 3.8マイクロシーベルト／時は、労働基準法で18歳未満の作業を禁止している「放射線管理区域」（0.6マイクロシーベルト／時以上）の約6倍に相当する線量です
· 20ミリシーベルト／年はドイツの原発労働者に適用される最大線量に相当します
· 原発労働などによって白血病を発症した場合の労災認定基準は、５ミリシーベルト×従事年数で、過去、実際に白血病の労災認定を受けているケースで、20ミリシーベルト／年を下回るケースもあります
· 子どもの感受性の強さや内部被ばくを考慮に入れていないこの基準により、子どもの被ばく量を低減するための学校・自治体の自主的取り組みが、実際に阻害されています
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